
主　　　旨： 一般社会にロードレースの正しい知識と理解を深めサイクルスポーツの進歩を促すため、日本国内では
希少な公道レース、そして１日で２回競争するステージレース形式を実施する。さらに実業に励む青少年
の心身の錬磨と高揚を図るとともに、日頃の修練の成果を試し、明日への成長の基礎とするため本大会
を行う。

主　　　催： 伊豆サイクルフェスティバル運営協議会
主　　　管： 全日本実業団自転車競技連盟

静岡県自転車競技連盟

１、実施期日：平成１７年５月２０日（金）受付／２１日（土）レース

２、実施場所：＊第１ステージコース：静岡県・伊豆スカイラインを使用する。
伊豆スカイライン１．３ｋｍポスト付近の軽井沢駐車場より午前８時４５分スタート、
３４．８ｋｍポスト付近の真光教駐車場付近にゴール。距離３３．５ｋｍ　最大標高差５４４ｍ
＊第２ステージコース：日本サイクルスポーツセンター（以下：日本ＣＳＣ）を使用する。
５ｋｍサーキット左回り。周回数は８周（＝４０ｋｍ）。
＊伊豆スカイラインホームページ　　http://www.siz-road.or.jp/3_road_izu_2izu.html
＊日本ＣＳＣホームページ　　http://www.csc.or.jp/

３、競技種目：個人ロードレース

４、参加資格：2005年度に有効な（財）日本自転車競技連盟登録競技者で以下の条件を満たす者のみ参加できる
（1）2005年度全日本実業団自転車競技連盟に登録されていること。
（2）本大会は実業団カテゴリー「ＢＲ－２／ＢＲ－３／女子」のみ参加可能とする。
※ＢＲ－１カテゴリーは設定が無いので注意。
（3）学連登録者は実車連へチーム登録を終了した者のみ出場できる。個人としての参加はできない。
（4）女子は、本人が「BR-2出場」を希望する場合は認める。この場合エントリーの備考欄に明記のこと。
なお、女子については都道府県自転車競技連盟、学生自転車競技連盟所属の選手も出場を認める。

５、競技日程：第１ステージ：
５月２０日（金）18：00～21：00　選手受付・車輌通行券ほか配布　
　　　　　　　　　　　　　　　　日本ＣＳＣ駐車場　入場ゲート横・休憩所付近
５月２１日（土）6：00～6：30　　日本ＣＳＣ駐車場にて選手搬送バス利用者の集合
　　　　　　　　　7：00　　　　　 日本ＣＳＣより移動開始（バスおよび随行車輌）
　　　　　　　　　7：40（予定）　 熱海峠Ｉ．Ｃ付近スタート地点駐車場に到着（バスおよび随行車輌）
　　　　　　　　　8：05～8：35　　第１ステージ出走サイン　スタート地点付近
　　　　　　　　　8：45　　　　　 第１ステージ・ＢＲ－２競技開始
　　　　　　　　　8：48　　　　　 第１ステージ・ＢＲ－３および女子競技開始
　　　　　　　　　10：00（予定）　第１ステージ・先頭ゴール
※ゴール後の移動は真光教駐車場から国民宿舎中伊豆荘を経由し、指定迂回路にて日本ＣＳＣに移動。
※第１ステージ実施場所の伊豆スカイラインでは試走は一切出来ません。
　レース終了後も自転車での走行不可。
※第１ステージの関門は以下のとおり。各関門の「レース打切時間」を過ぎて到着した場合、
競争終了を通告する。
１６．６ｋｍポスト亀石峠Ｉ．Ｃ→関門時間9：25
３１．１ｋｍポスト冷川Ｉ．Ｃ→関門時間10：00

第２ステージ：
５月２１日（土）13：50～14：20　第２ステージ出走サイン　監視塔前
　　　　　　　　　14：30　　　　　第２ステージ・ＢＲ－２競技開始
　　　　　　　　　14：33　　　　　第２ステージ・ＢＲ－３および女子競技開始
　　　　　　　　　16：00（予定）　第２ステージ・ゴール
　　　　　　　　　16：30～　　　　表彰式（全カテゴリーおよび各ステージ・総合表彰）
※第２ステージの日本ＣＳＣコースは、レース当日試走不可。
※第２ステージのみ出場の選手は前日受付以外に上記の２１日（土）受付を行います。

６、参加条件：参加者は、交通費、宿泊費、飲食費各自負担とする。

７、宿泊問合：宿泊の予約申込みは各自でおこなうこと。
※近日、宿泊問い合わせ先リストを掲載する。

第１回全日本実業団サイクルロードレースｉｎ伊豆
（「第１回市民サイクルロードレースｉｎ伊豆」と併催）

 



８、競技規則：本大会は（財）日本自転車競技連盟の規則及び大会特別規則により実施する。

９、競技方法：（1）マスドスタート方式の個人ロードレースとする。
（2）検車は行わないので、各自の責任で整備すること。出走前に規則違反の整備自転車・使用部品、 
衣服等が競技役員より指摘された場合には出走取消しになるので注意すること。
ジャージ変更のチーム届け遅れないようにする。なお競技中に違反発覚した場合はペナルティの対象に
なります。
※ＤＨバー、スピナッチ等のハンドルエクステンションバーは使用を認めないので注意すること。
（3）器材補給は行わないので、選手は各自で対応のこと。
レース中の器材修理は後続選手の進路を妨げないよう、十分に注意し路肩で作業すること。
（4）飲食料の補給は、第１ステージおよび第２ステージともに「なし」とする。
（5）第１ステージで選手に随行する車輌は選手最後尾に付くオフィシャル車の後ろに付くようにしてゴール
まで移動する。
（6）第１ステージと第２ステージの総合順位は以下のとおりのポイントの合算により決定する。
１位・35Ｐ、２位・30Ｐ、３位・27Ｐ、４位・24Ｐ、５位・22Ｐ、
６位・20Ｐ、７位・18Ｐ、８位・16Ｐ、９位・14Ｐ、10位・12Ｐ、
11位・11Ｐ、12位・10Ｐ、13位・9Ｐ、14位・8Ｐ、15位・7Ｐ、
16位・6Ｐ、17位・5Ｐ、18位・4Ｐ、19位・3Ｐ、20位・2Ｐ、以下完走1Ｐ
なお、総合順位の対象は両ステージの完走者のみとする。

10、実業団 ＢＲ－２、ＢＲ－３のＣランクのポイントを各ステージの結果ごとに付与する。
ポイント： 但し参加点は１点のみとする。

11、表　　彰： ＜男子＞ＢＲ－２およびＢＲ－３
１～３位　賞状、副賞　　４～６位　賞状、副賞
＜女子＞
１～３位　賞状（５名以下の出場の場合は表彰なしとする）

12、申込に 締切日：平成１７年４月２８日（木）までにスポーツエントリーシステムにて申込を済ませること。
ついて： 募集定員：ＢＲ－２・100名、ＢＲ－３・150名で受付を締切る。

（第１・第２の両ステージ出場選手を優先する）
参加料：各１ステージのみの場合　実車連登録男子 5000円　　 実車連登録女子 2000円
２ステージ両方申し込みの場合　実車連登録男子 8000円　　 実車連登録女子 4000円

搬送バス：１名1000円（熱海Ｉ．Ｃ付近スタート地点、およびゴール地点の真光教駐車場から日本ＣＳＣまで
の移動が可能です。ご利用の方はチェックして参加料とともに代金をお支払下さい）
※搬送バスには出場する選手のみ申込・利用可能。付き添い者や応援の者は別途、日本ＣＳＣより
レース当日運行予定の応援者専用の搬送バスを利用すること。
※搬送バスには選手の荷物を載せてゴールまで持っていきますが、貴重品の管理は各自でお願いします。
さらに移動中の自転車保護のために輪行袋などを利用されることをおすすめします。
車輌を移動出来る方は、レース受付時に「車輌通行証」を無料でお渡しします。
なお、車輌の通行には全て上記の「車輌通行証」が必須となります。

申込注意：一旦納入した参加料は、理由の如何を問わず返却しない。
スポーツエントリーによるシステム以外の申込は受付ない。

13、参加留意 （1）参加競技者は、必ず登録証（ライセンス）持参のこと。
新規登録者は、申請書控え必要（持参なき場合は出走不可が原則）。なおライセンスを忘れた場合は
参加費相当のペナルティを課す。
ライセンスは受付時提出、競技終了後フレームプレートと計測チップの引き替えに後、返却する（ボデイ
の布ゼッケンは返却不要）。第１ステージのみ出場の選手は第１ステージゴール地点付近をプレート等と
ライセンスの引き替え場所とするので注意すること。
（2）競技中に於ける傷害、疾病については応急処置をとるがそれ以後の処置については本人の責任で
行うこと。即ち医師などの治療費については初診料より本人負担になるので健康保険証を持参すること。
（3）レース参加者は(財)日本自転車競技連盟公認ステッカー貼付のヘルメットを着用の事。
（4）異議の申立ては、両ステージ協議終了後15分以内、成績に関するものは発表後30分以内に監督を
通じて競技委員長、または審判長まで申し出ること。
（5）受付時にフレームプレ－トと計測チップ、ボディゼッケン、安全ピン、プログラムを配付する。
（6）監督会議は行わないので、この要項をよく読んでおくこと。変更や追加連絡事項は当日コミュニケにて
発表を行う。
※特に注意：今大会は参加受理受付後に各参加者所属チーム代表者宛てに「受領Ｅメール」
を送る。そのため申込後は実業団事務局より送られるメールに気をつけて受領メールで内容を
周知しておくこと。


